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文化財
駒
こま

手
で

丸
まる

模型　 1点
大洲市指定有形文化財
（歴史資料）
住吉神社所有

　駒手丸とは、江戸時代に大洲藩主加藤家が参
勤交代で使用した御

ご ざ

座船
ぶ ね

（大名や貴人が乗る豪
華な船）で、長浜から大

お お さ か

坂まで航行し、元
げ ん

和
な

２
年（1616）から安

あ ん せ い

政 ４ 年（1857）までの間に10
回造り替えられました。
　この模型は、駒手丸造船にあたった長浜町仁

に

久
ぎゅう

の船大工が作成したもので、全長２65㎝、幅75
㎝、高さ75㎝の模型です。藩主加藤家が住吉神
社に奉納したものですが、破損が著しかったこ
とから、昭和４４年（1969）に國學院大学で修復
され、現在、長浜ふれあい会館で保存・展示さ
れています。
　藩主が使用した御座船の模型としては県内唯
一で、船の構造などを知るうえでも大変貴重な
資料です。

　（平成元年 8 月30日指定）

野　鳥

オオマシコ（大猿子）
スズメ目アトリ科
全長16.5㎝

　申
さる

年に似合う、スズメくらいのきれいな野鳥
です。猿

まし

子
こ

の由来は、身体の色が猿の赤い顔に
似ているために付けられ、市内でも運が良けれ
ば ４ 種のマシコ類に出会うことができます。
　本来は、中央および東シベリア、樺

からふと

太で繁殖
して、中部地方以北に冬鳥としてやって来ます。
年によっては西日本にも姿を現し、数年前には
久米川の堤防沿いにひょっこり現われて、話題
になりました。めったにお目にかかれない事や、
赤い色合いで目立つため、バードウォッチング
愛好家にも人気があります。
　珍しいというと人だかりになって生息地に詰
め掛けてしまい、生息を脅かす事になりかねま
せんので、できるだけ遠くで優しく見守って欲
しいものです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

災
害
情
報
の
収
集
方
法
に
つ
い
て

　

河
川
の
増
水
に
よ
る
浸
水
な
ど
、
災

害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
や
地
震
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
最
新

の
情
報
を
も
と
に
早
め
に
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
は
、﹁
避
難
勧

告
﹂
な
ど
の
情
報
を
次
の
よ
う
な
手
段

で
発
信
し
て
い
ま
す
。　

　

一
人
ひ
と
り
が
災
害
情
報
を
収
集
す

る
手
段
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線

　

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
放
送
の
内
容
を

確
認
す
る
場
合

☎
０
１
２
０
︵
０
０
︶
８
８
６
３

災
害
情
報
メ
ー
ル

　

 

災
害
情
報
メ
ー
ル
を
携
帯
電
話
で
受

信
︵
事
前
登
録
︶

登
録
方
法

① 99526001@
once.88island.jp

へ
空

　

 

メ
ー
ル
を
送
り
、
返
信
さ
れ
た
登
録

用
返
信
メ
ー
ル
に
必
要
事
項
を
入
力

し
、
送
信
す
る
。

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
。

※
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択

緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

 

市
内
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
、
携
帯

電
話
で
受
信

テ
レ
ビ

　

 

各
放
送
局
に
よ
る
気
象
情
報
・
災
害

情
報
・
避
難
情
報
を
、
テ
レ
ビ
リ
モ

コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
る
デ
ー

タ
放
送
で
取
得

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

ＱＲコード
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シリーズ

平成２6年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ４ 個人、9 団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

　肱川地区を中心に「美」をテーマにした企画が開
催されます。その名も「大洲美人紀行」。心・感性・
体を磨くキレイモニターツアー、キレイ磨きのワー
クショップや美人画展、美・キレイ関連商品の販売
などが行われます。
　このイベントは、「えひめいやしの南予博２016」大
洲市実行委員会が企画したイベントです。
　これから大洲美人紀行以外にも、南予博関連のさ
まざまなイベントが行われますので、みなさんも参
加してみてはいかがでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲市合併10周年を記念して大洲市民の歌が完成
しました。そのタイトルはどれでしょうか。
①　大洲が大好きです
②　生まれも育ちも大洲です
③　100年後僕らは…大洲より
解答…③
解説…大洲市民の歌の歌詞は全国に公募し、応募総
数8４点の中から、長浜の濱田毅

たけし
さんの詞が選ばれま

した。作曲は、大洲市出身のたきのえいじさん。歌は、
かとうれい子さんです。
　土曜日、日曜日の正午と午後 5 時のミュージック
サイレンは、大洲市民の歌が流れています。

※ 1 月号のお年玉キャ
ンペーンクイズに、
多数のご応募いただ
きありがとうござい
ました。

【今月のクイズ】
　大洲美人紀行のイベントとして、
鹿野川荘で行われている「P

ペーハー

H10
の美肌の湯で優雅に〇〇湯体験」。
　さて、〇〇に入る言葉は、何で
しょうか。

①　ドクダミ
②　バラ
③　ミカン ※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 3 月号に掲載します。

　

豊
友
会
は
昭
和
42
年
、
青
年
団
を

退
団
し
た
若
者
15
人
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
活
動
内
容
と
し
て
、

鯉
の
ぼ
り
あ
げ
、
人
面
岩
付
近
の
樹

木
の
剪せ
ん
て
い定
や
広
場
の
整
備
と
い
っ
た

地
域
づ
く
り
活
動
、
環
境
美
化
活
動

の
ほ
か
、
社
会
教
育
活
動
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
豊
茂
小
学
校
の
校
舎
を

中
心
に
、
周
辺
の
民
家
と
一
体
と
な

っ
て
夜
を
彩
る
、
豊
茂
地
区
の
冬
の

風
物
詩
﹁
豊
茂
イ
ル
ミ
テ
ヤ
﹂
な
ど
の

自
主
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
交
流
会
を
開

催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
で
は

高
齢
者
へ
の

声
掛
け
運
動

な
ど
、
幅
広

い
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
に
貢
献

豊ほ
う

　
友ゆ
う

　
会か
い

（
豊
　
茂
）　
会
長
　
菊
地
　
敏と
し

宏ひ
ろ
さ
ん

　

上
須
戒
相
撲
甚
句
保
存
会
は
、
継

承
が
途
絶
え
て
い
た
﹁
子
ど
も
相
撲

甚
句
﹂
を
昭
和
50
年
代
に
復
活
さ
せ
、

以
来
、
地
区
の
秋
祭
り
な
ど
で
披
露

し
て
い
る
ほ
か
、
老
人
福
祉
施
設
へ

の
慰
問
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

相
撲
甚
句
は
、
力
士
に
扮
し
た
子

ど
も
た
ち
が
円
に
な
り
、
行
司
役
の

文
句
に
合
わ
せ
て
は
や
し
を
入
れ
て

踊
り
、
東
西
文
句
、
弓
取
り
式
な
ど

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

上
須
戒
小
学
校
が
統
廃
合
と
な
っ
た

今
年
度
も
、

地
元
の
子
ど

も
た
ち
を
中

心
に
活
動
を

行
う
な
ど
、

地
域
の
伝
統

文
化
継
承
に

尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
伝
統
文
化
継
承
に
貢
献

上
須
戒
相す

撲も
う

甚じ
ん

句く

保
存
会
（
上
須
戒
）　
会
長
　
檜
田
　
健け
ん
い
ち一
さ
ん
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シリーズ国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより

青年海外協力隊　梶田　真
ま

緒
お

　さんカメルーン便り　第二巻

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て

　

肱
川
町
に
あ
る
鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、

よ
り
多
く
の
量
の
洪
水
を
貯
め
て
肱
川

流
域
の
水
害
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
普

段
流
れ
る
水
を
豊
か
で
き
れ
い
に
す
る

た
め
、
現
在
ダ
ム
改
造
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

改
造
事
業
で
は
、
ダ
ム
の
横
に
巨
大

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、
洪
水
時
に
下
流

に
流
す
水
の
量
を
調
節
す
る﹁
洪こ

う

水ず
い

吐ば
き

﹂

を
新
設
す
る
と
い
う
、
世
界
初
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ト
ン
ネ
ル
が
、

工
事
開
始
か
ら
約
３
年
を
か
け
、
昨
年

12
月
12
日
㈯
に
市
内
外
か
ら
参
加
し
た

50
人
以
上
の
み
な
さ
ん
が
見
届
け
る
な

か
、
無
事
貫
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
︵
上
流
側
︶

は
ダ
ム
湖
の
中
に
あ
る
た
め
、
貫
通
さ

せ
る
前
に
ダ
ム
湖
斜
面
部
の
岩
盤
を
深

さ
40
㍍
も
掘
削
し
、
水
の
入
ら
な
い
円

筒
形
の
空
間
を
つ
く
る
と
い
う
難
工
事

が
必
要
で
し
た
。
そ
の
工
事
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
か
ら
、
完
成
は
平
成
30
年

度
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ダ
ム
周
辺
の
み
な
さ
ん
に
は
、
し
ば

ら
く
工
事
が
続
く
こ
と
に
よ
り
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。一
日
も
早
く
完
成
さ
せ
、

肱
川
流
域
の
洪
水
被
害
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
ダ
ム
か
ら
流
す
水
を
改

善
す
る
た
め
の
選
択
取
水
設
備
工
事

は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
に
完
成
し
、
運
用

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

貫通箇所

　大洲のみなさん、あけましておめでとうございま
す。気づけば、前回からもう 4カ月が経ちました。
相変わらず元気な梶田です。
　長期休暇が終わり、「生きる生活」から一変して「仕
事をするという生活」になりました。今回は、その
生活を少しだけお伝えします。
　それでは、どうぞ～～～～。
【小学校と幼稚園にて】
　 1学期は、小学校 9校と幼稚園 3校を巡回し、活
動を行いました。家から歩くこと20分から 1時間で
学校に到着します。小学校ではまず、高学年を対象
に授業を行いました。もちろん現地の先生と一緒で
す。つたないフランス語から、意図をくみ取って伝
えてくれる先生。突然やってきた日本人を温かく迎
えてくれて、一緒に働いてくれています。
　日本人の視点から見ると、やはり問題はゴミのポ
イ捨てということで、「ゴミはゴミ箱に」のテーマで
授業を考えています。「そこらへんに捨てちゃだめ
だよ、わかったかな」というと「わかった」という
児童たち。しかし、その後すぐにポイ。今の日本人
のように、未来を考えているのではなく、今を生き
ているカメルーンの人たち。先進国出身の私が、環
境の未来をどう伝えていけるのか悩む日もあるけれ
ど、いつか咲く花のために多くの種をまければと思

っています。
　幼稚園では、簡単な紙芝居や、身近な物や廃材を
使っておもちゃを作る活動をしています。シャボン
玉をしたり、簡単な折り紙をしたり、一生懸命な子
どもたちの姿をみて癒されています。
【ほかにやっていること】
　学校外で個人的にやっていることがあります。そ
れは日本人がカメルーンにいるぞということをアピ
ールする、名付けて日本人運動です。
　毎日「ニーハオ」と言われます。多くの人が、ア
ジアは全部中国だとか、日本人も中国語を話すと思
っているようです。多くの人と関わり、私を通じて
日本を知ってもらい、身近に感じてもらえればと願
っています。今では、「こんにちは」と言ってくれる
人も増えてうれしく思
います。
　今回は、活動に関す
る記事で終わってしま
いました。ああ、残念。
たくさん書きたいこと
があるので、ぜひ次回
で。
　それでは、また会い
ましょう～～。

分解できるゴミ・できないゴミ
についての授業風景

トンネル洪水吐

流入水路
呑口立坑
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まちのわだい

地震だ　頭を守って机の下に
～シェイクアウトえひめ～

あったか～い　ひとときを
～豊茂イルミテヤまつり～

　地震発生に備えて参加者が一斉に身を守る防災訓
練「シェイクアウトえひめ」が、県内各地で行われま
した。
　三善保育所では午前11時、「地震だ」の声とともに
児童が一斉に机の下に隠れ、頭を守って揺れがおさま
る合図を待ちました。この日の夕方には、保護者へ児
童を引渡す訓練も行われました。

　イルミテヤ２015が、旧豊茂小学校で開催されまし
た。
　日が沈みあたりが暗くなると、イルミネーション点
灯のカウントダウンが始まりました。約 ２ 万球の電球
が幻想的に会場を照らすなか、地元小学生を中心とし
たハンドベルの演奏やライブコンサートなども行わ
れました。

12月17日㈭

12月19日㈯

一年の幸福を願って
～正月用しめ縄づくり～

　大洲市老人クラブ連合会河辺支部による、恒例のし
め縄づくりが河辺基幹集落センターで行われました。
　手作業で丁寧に作られたしめ縄は、仕上がりが美し
いと好評で、この日は、 ４ 種類のしめ縄1４0本を作成
しました。
　完成したしめ縄は、公民館や小中学校などの公共施
設に配布されています。

12月25日㈮

全員笑顔でゴールイン
～第33回肱川健康マラソン大会～

　恒例の肱川健康マラソン大会が開催され、今年は
108人の参加がありました。
　時折冷たい風が吹く日でしたが、 1 ㎞、 ２ ㎞、 ４ ㎞
の各コースの参加者全員が、元気に完走を果たしまし
た。
　最後は、地元「肱川町さわやかボランティア実行委
員会」による、手作りの豚汁が振る舞われました。

12月13日㈰
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おおずニュース

「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞

第40回「みどりの絵」コンクール表彰
　三菱ＵＦＪ環境財団と日本ユネスコ協会連盟が共

催で実施している「みどりの絵」コンクール「わた

しが守りたい身近な自然」部門で、林眞
ま お

生さん（平

小学校 ４ 年）が見事優秀賞を受賞しました。

　林さんの絵には、肱川のうかいで鵜
う

がアユを捕っ

た様子が大きく描かれています。

　林さんは「大洲

のうかいをこれから

もずっと続けて、た

くさんの人に見ても

らいたいという思い

を込めて描いた。受

賞したことを知って

びっくりした」と話

されました。

　

昨
年
11
月
27
日
㈮
、
県
と
県
歯
科
医

師
会
主
催
の
﹁
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク

ー
ル
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
80
歳
以
上
で

自
分
自
身
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
︵
８は
ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

︶
人
が
対
象
で
、
八
幡
浜
管
内

で
第
１
次
審
査
、
県
全
体
で
第
２
次
審

査
を
経
て
選
考
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
市
か
ら
は
、
油
弘ひ
ろ

江え

さ
ん
︵
久

米
︶
と
西
野
陽よ
う

子こ

さ
ん
︵
大
川
︶
の
２

人
が
入
賞
し
、
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

油
さ
ん
に
健
康
の
秘ひ

訣け
つ

を

伺
う
と
﹁
毎
日
、
歯
ブ
ラ
シ

や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
歯

磨
き
を
し
、
口
の
中
を
い
つ

も
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
掛
け

て
い
る
﹂と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
野
さ
ん
は
、﹁
塩
豆
や

小
魚
な
ど
、
固
い
物
が
好
き

で
、
よ
く
食
べ
る
。
小
魚
な

ど
は
、
骨
ご
と
食
べ
る
﹂
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
入
賞
者
か
ら

は
、﹁
い
り
こ
を
す
り
つ
ぶ

し
て
よ
く
食
べ
て
い
た
。
子

ど
も
の
こ
ろ
は
、
甘
い
物
な

ど
な
く
、
固
い
物
を
よ
く
噛

ん
で
食
べ
て
い
た
。
歯
科
医

院
を
定
期
的
に
受
診
し
、
歯

科
医
師
と
仲
良
く
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
﹂
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
、
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ

ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
表
彰
さ

れ
た
人
は
、
み
な
さ
ん
若
々
し
く
、
社

交
的
で
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
人
が
８
０
２
０
を
達
成

で
き
る
よ
う
、
大
洲
市
で
も
、
歯
の
健

康
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

中　野　覺
かく

　夫
お

さん
（大　洲）
元久米小学校長

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

　中野さんは、長年にわたり学校

教育に尽力されたご功績により、

このたび「瑞宝双光章」を受章さ

れました。

西野陽子さん 油　弘江さん
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おおずニュース

松
山
大
学
生
が
研
究
成
果
を
報
告

大和イルミネーション、キャンドルナイト
　大和小学校周辺の郷地区では、個人の家々のイ
ルミネーションが昨年1２月 5 日㈯から 1月 9 日㈯
までともされました。
　初日には、屋台や石炭で走るミニＳＬが登場し、
子どもからお年寄りまで笑顔で夕暮れまで楽しみ
ました。
　その後、イルミネーション点灯式とキャンドル
点火が行われ、イルミネーションの明るい光と約
２,000本のキャンドルの暖かい光が、大和地区の通
りを彩りました。

　旬のイチゴ　いただきます
　徳田観光いちご園で昨年1２月 9 日㈬、川本観光
いちご園で1２月２5日㈮に、それぞれ開園に先立ち、
地元保育所児童によるイチゴ狩り体験会が行われ
ました。
　川本観光いちご園に招待された菅田保育所（今
田邦

くに

子
こ

所長　児童9２人）の 5 歳児２1人は、「紅
あか

い
雫
しずく

」や「あまおとめ」など、赤く熟した大きなイ
チゴを収穫し、おいしそうに頬張っていました。
　園主の川本英

ひで

男
お

さんは「今期は、冬の初めが暖
かく天気が良かったので、イチゴにとって最高の
シーズン」と、出来の良さに満足されていました。

　

豊
茂
自
治
会
の
買
い
物
難
民
対
策

﹁
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
豊
茂
﹂
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
て
い
た
松
山
大
学
の
学
生

が
、
昨
年
12
月
21
日
㈪
、
市
役
所
で
研

究
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
加
藤
光こ
う

一い
ち

教
授
の
ゼ

ミ
生
10
人
が
取
り
組
ん
だ
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
、﹁
買

い
物
難
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
︱

大
洲
市
豊
茂
自
治
会
の
活
動
﹂
と
題
し

て
３
年
生
の
藤
井
孝た
か

哉や

さ
ん
が
発
表
し

ま
し
た
。

　

発
表
者
の
藤
井
さ
ん
は
﹁
移
動
販
売

は
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
の
見
守
り
も

兼
ね
て
い
る
。
豊
茂
自
治
会
の
取
り
組

み
が
、
買
い
物
難
民
対
策
の
モ
デ
ル
と

し
て
今
後
大
い
に
発
展
し
て
欲
し
い
。

来
年
度
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て

引
き
続
き
調
査
し
た
い
﹂
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
学
生
に
よ
る
発
表
を
聞
い
た
藤
淵

良よ
し

子こ

豊
茂
自
治
会
長
は
﹁
分
析
結
果
を

出
し
て
も
ら
い
、
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
の
課
題
も

見
え
て
き
た
。
発
表
を
基
に
地
域
で
勉

強
会
な
ど
を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
の
こ

と
を
議
論
し
て
い
き
た
い
﹂
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
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おおずニュース

　２015シーズンで独立リーグ日本一に輝いた、愛媛マンダリンパ
イレーツに所属する選手による野球教室が、 1 月 6 日㈬に大洲南
中学校（藤岡朋

あつし

校長・生徒２２２人）で開催されました。
　髙原投手と白方内野手（松山商業高等学校出身）が訪れ、この
日参加した13人の野球部員は投手と野手に分かれて、投球フォー
ムのチェックやロングティーなど打撃の指導を受けました。練習
後、両選手からは「野球は上手になると楽しい。今日分かったこ
とを自分の武器にして、もっと野球を楽しんでほしい」と激励の
言葉がありました。野球部キャプテンの德田知

とも

倖
ゆき

さんは「見習う
ことがたくさんあった。学んだことをしっかりと今後の練習や試
合で生かしていきたい」と話されました。
　また、昨年1２月２5日㈮に新谷中学校（土居聖

せい

治
じ

校長・生徒116人）
で、 1 月 7 日㈭には粟津小学校
グラウンドでも同野球教室が開
催されました。体幹トレーニン
グや守備練習などを行い、子ど
もたちは真剣な表情でプロ選手
からの指導を受けていました。

世
代
か
ら
世
代
へ　

伝
統
料
理
を
つ
な
ぐ

　

昨
年
12
月
22
日
㈫
、
大
洲
農
業
高
等

学
校
︵
渡
邊
吉よ
し

正ま
さ

校
長
・
生
徒
２
４
９

人
︶
の
調
理
室
で
、﹁
第
２
回
大
洲
農

高
生
と
大
洲
市
生
活
研
究
会
に
よ
る
大

洲
伝
統
食
の
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
活
研
究

会
員
を
講
師
と
し
て
、
農
高
生
が
伝
統

食
の
継
承
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

と
と
も
に
、
地
元
農
林
水
産
物
の
６
次

産
業
化
に
向
け
た
知
識
と
技
術
の
習
得

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
食
品
デ
ザ
イ
ン
科
２
年
食

品
製
造
専
攻
生
７
人
が
、
講
師
で
あ
る

生
活
研
究
会
員
５
人
か
ら
調
理
法
を
教

わ
り
な
が
ら
、
大
洲
に
伝
わ
る
丸
寿
司

や
豆
腐
の
田
楽
、
焼
き
干
し
ア
ユ
の
だ

し
を
使
っ
た
吸
い
物
な
ど
５
品
を
作
り

ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
下
坂
ツ

ル
子
さ
ん
は
﹁
最
近
は
、
レ
ト
ル
ト
食

品
や
出
来
合
い
の
料
理
が
食
卓
に
並
ぶ

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
少
し
で
も
、
手

づ
く
り
の
伝
統
料
理
を
知
っ
て
、
次
世

代
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
﹂
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
生
徒
の
城
本

真ま

希き

さ
ん
は
、﹁
今
の
若
い
人
た
ち
が

知
ら
な
い
食
材
や
調
理
法
ば
か
り
で
、

新
鮮
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
伝
統
食
を
受

け
継
ぎ
、
広
め
て
い
き
た
い
と
思
う
﹂

と
、
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　プロ選手から学ぶ「野球の楽しさ」
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